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機 と し て J ( 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト ) 研 究 報 告 書 ， 22 8pp.
総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト ( 編 ) (20 08) 環 境 に つ い て の 関 心 事 調 査 120pp .
総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト ( 編 ) (2008). 次 世 代 に 向 け た 森 林 の 利 用 に 関 す る 意
識 調 査 84pp.
総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト ( 編 ) (2008) 森 ， 川 ， 湖 の 環 境 に 関 す る 意 識 調 査 . 2 20
pp .  
舘 野 隆 之 輔 ， 吉 岡 崇 仁 (20 06 ) 流 域 環 境 の 質 と 人 々 の 環 境 意 識 の 関 係 を 明 ら か に す る 試 み . 森 林 科 学
47 :  70-72 
若 松 孝 志 ， 木 平 英 一 ， 新 藤 純 子 ， 吉 岡 崇 仁 (2 006) わ が 国 に お け る 渓 流 水 の リ ン 濃 度 と そ の 規 定 要 因 .
電 力 中 央 研 究 所 研 究 報 告 N o .V 0 5 0 3 4 ，  pp .13 .  
吉 岡 崇 仁 (20 06 ) 渓 流 水 質 形 成 メ カ ニ ズ 、 ム の モ デ ノ レ 化 に よ る 森 林 の 環 境 影 響 評 価 法 の 構 築 ， 平 成
15 ・ 17 年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 基 盤 研 究 (B)(2) ， N o . 1 5 3 1 0 0 2 9 ) 成 果 報 告 書 ， pp.9 1. 
吉 岡 崇 仁 (200 8) 森 林 流 域 環 境 を 対 象 と し た 自 然 科 学 ・ 人 文 社 会 科 学 研 究 . 第 3 回 「 ア ジ ア に お け る
分 野 横 断 型 の 地 域 ・ 環 境 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 に よ る 研 究 推 進 事 業 J ( 仮 称 ) 研 究 会 報 告 書 . 地 球
環 境 学 研 究 所 編 p p .62 ・6 7 .
鄭 躍 軍 (2004) 国 際 比 較 調 査 研 究 の あ る べ き 姿 . 関 西 学 院 大 学 編 < 人 類 の 幸 福 に 資 す る 社 会 調 査 > 第
二 回 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 成 果 報 告 書 ， pp50-6 1. 
鄭 躍 軍 ( 編 著 ) (2007) 東 ア ジ ア 環 境 意 識 国 際 比 較 調 査 - 2 0 0 5 年 度 東 京 調 査 と 北 京 調 査 一 ， 研 究 リ ポ
ー ト N o ユ 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 ， 329pp.
鄭 躍 軍 ( 編 著 ) (2007) 東 ア ジ ア 環 境 意 識 国 際 比 較 調 査 - 2 0 0 6 年 度 台 北 調 査 と ソ ウ ル 調 査 一 ， 研 究 リ
ポ ー ト N o .3 . 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 ， 2 92pp.
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-口頭・ポスター発表(講演会，学会，研究会など)
2002年 4月 「琵琶湖におけるカワウコロニーと森林被害について 価値関係のコンジョイント
2002年 5月
2002年 6月
2003年 3月
分析による評価一」斉藤友則，木庭啓介，酒井徹朗，亀田佳代子，吉岡崇仁
2002年度日本林学会，新潟大学，新潟
「カワウによる森林・漁業被害に対する仮想的対策案評価-Webアンケートシステム
によるコンジョイント分析調査-J斉藤友則，木庭啓介，酒井徹朗，亀田佳代子，
吉岡崇仁
システム農学会 2002年度春季一般研究発表会，松本市あがたの森文化会館，松本
「流域環境の質と環境意識の関係解明」吉岡崇仁
流域研究プロジェク ト講演会，国土交通省国土技術政策総合研究所，つくば
「淀川水系三川合流聖水 リレー&もうひとつの宇宙船「集水域Jをたずねて The
Sacred Water Relay along Three Rivers of Lake 8iwa・YodoRiver System & Operating 
Manual for Spaceship "RIVER 8AS則 "by GISJ大西文秀(竹中工務庖)
第 3回世界水フォーラム，ポスタ ，ー 京都国際会館，みやこメッセ，プラザ淡海，
大阪国際会議場
2003年 9月 「集水域を系とした GISによる 3大都市圏の環境容量の試算 OperatingManual for 
Spaceship River 8asin by GIS - ~もうひとつの宇宙船をたずねて』より」大西文秀(竹
中工務庖)
陸水学会第68回岡山大会シンポジウム (ポスター)，岡山理科大学
2003年 10月 「環境質と環境意識の関係J吉岡崇仁
総合地球環境学研究所 ・国土技術政策総合研究所合同ワークショップ，芝蘭会館，
京都市
2003年 12月 fGISを用いた集水域研究と学際研究へのチャレンジ OperatingManual for Spaceship 
River 8asin by GISJ大西文秀(竹中工務庖)
陸水物理研究会(口頭) ，北海道大学
2004年 l月 「北大雨龍研究林泥川湿原におけるアカエゾマツ林の成立過程一植物珪酸体および
花粉分析の適用ー」阿野樹一郎，野村敏江，佐々木尚子，高原光，柴田英昭，植村
滋，吉岡崇仁
日本植生史学会第 19回大会， 中央大学
2004年 3月 「学際研究を視点にした、流域管理モデ、ルの試行と GISの応用-3大都市圏における
流域環境容量の試算と GISによるシステム化-J大西文秀(竹中工務庖)
FORMA TH NAGOY A 2005 (口頭)，名古屋大学
2004年 3月 fGISを用いた集水域研究と学際研究への応用J大西文秀(竹中工務盾)
国際景観生態学会 JALE-J(口頭)，広島大学
2004年 7月 「システム制御理論を応用した環境教育の体系化J藤平和俊(環境学研究所)
日本環境教育学会第 15回大会，立教大学，東京
2004年 8月 lobari，Y.， K. Koba， Y.Fukushima， N. Tokuchi， R. Tateno， N. Ohte， N. Suzuki， S.Toyoda， 
N. Yoshida: Nitrate Dynamics in Forest Ecosystems with Various Histories， Using Stable 
Isotope Measurements. Westem Pacific Geophysics Meeting， Hawaii. 
2004年 8月 「学際研究を視点にした流域管理モデ、ルの試行と GISの応用 3大都市圏における
流域環境容量の試算と GISによるシステム化-Multi-disciplinary Research for River 
Basin Management by using GISJ大西文秀(竹中工務庖)
第 12回地球環境シンポジウム(口頭)， (社)土木学会地球環境委員会，名古屋大
学
2004年 8月 「微化石からみた北大雨龍研究林泥川湿原におけるアカエゾマツ林の成立過程J何
野樹一郎，野村敏江，佐々木尚子，高原光，柴田英昭，植村滋，北川浩之，吉岡崇
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第 51 回 日 本 生 態 学 会 大 会 . 甜 1 路
2004 年 8 月 「 集 水 域 か ら 見 た ヒ ト と 自 然 j 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
第 16 回 研 究 会 ， バ イ オ リ ー ジ ョ ン 分 科 会 ， 地 理 情 報 シ ス テ ム 学 会
2004 年 9 月 「 朱 鞠 内 湖 に お け る 光 条 件 に お け る 一 次 生 産 の 影 響 J 佐 藤 大 介 ， 大 平 啓 朗 ， 日 野 修
二 ( 山 形 大 ・ 理 ) ， 三 上 英 敏 ， 石 川 靖 ( 北 海 道 環 境 科 学 セ ) ， 高 野 敬 志 ( 北 海 道 立 衛 生 研 )
第 69 回 日 本 陸 水 学 会 ( ポ ス タ ー 発 表 ) P03 ， 新 潟 大 学 ， 新 潟
2004 年 9 月 「学 際 研 究 を 視 点 に し た 流 域 管 理 モ デ 、 ル の 試 行 と G I S の 応 用 Multi-disciplinary
Research for River Basin M a n a g e m e n t  b y  using G I S J 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
第 69 回 日 本 陸 水 学 会 ( 口 頭 ) ， 新 潟 大 学 ， 新 潟
2004 年 9 月 「 朱 鞠 内 湖 の 水 中 微 生 物 量 の 変 動 」 石 川 | 靖 ， 五 十 嵐 聖 貴 ， 高 野 敬 志 ( 道 衛 生 研 ) ，  
三 上 英 敏 ， 日 野 修 次 ( 山 大 理 学 部 ) ， 大 平 啓 朗 ( 山 大 理 学 部 ) ， 柴 田 英 昭 ( 北 大 フ
ィ ー ル ド 科 学 研 ) ， 吉 岡 崇 仁 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
第 69 回 日 本 陸 水 学 会 ， 新 潟 大 学 ， 新 潟
2004 年 9 月 「 学 際 研 究 を 視 点 に し た 流 域 管 理 モ デ ル の 試 行 と G I S の 応 用 - 3 大 都 市 圏 に お け る
流 域 環 境 容 量 の 試 算 と G I S に よ る シ ス テ ム 化 - Multi-disciplinary Research for River 
Basin M a n a g e m e n t  b y  using G I S J 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
日 本 地 理 学 会 秋 季 大 会 ( 口 頭 ) 広 島 大 学 ， 広 島
2004 年 10 月 「 学 際 研 究 を 視 点 、 に し た 流 域 管 理 モ デ 、 ル の 試 行 と G I S の 応 用 - 3 大 都 市 圏 に お け る
流 域 環 境 容 量 の 試 算 と G I S に よ る シ ス テ ム 化 一 」 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
応 用 生 態 工 学 会 第 8 回 大 会 ( 口 頭 ) 科 学 技 林 市 官 サ イ エ ン ス ホ ー ノ レ ， 東 京
2004 年 1 月 「 制 御 理 論 を 応 用 し た 企 業 内 環 境 教 育 ・ C S R 教 育 の 体 系 的 方 法 」 藤 平 和 俊 ( 環 境 学
研 究 所 )
日 本 広 報 学 会 第 10 回 大 会 ， 淑 徳 大 学 ， 東 京
2004 年 12 月 「 集 水 域 か ら 見 た 水 資 源 容 量 と G I S の 活 用 」 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
陸 水 物 理 研 究 会 ( 口 頭 ) 千 葉 大 学
2004 年 12 月 「 生 態 学 と 経 済 学 の 融 合 環 境 の 価 値 か ら の 考 察 」 吉 岡 崇 仁
J S T 異 分 野 研 究 者 交 流 促 進 事 業 フ ォ ー ラ ム 「 生 態 学 と 経 済 学 の 融 合 : 人 間 活 動 と 生 態
系 の よ り 包 括 的 な 把 握 を め ざ し て 」 ホ テ ル ラ フ ォ ー レ 琵 琶 湖 ， 守 山 市
2005 年 3 月 「 化 石 花 粉 お よ び 植 物 珪 酸 体 分 析 か ら み た 北 大 雨 龍 研 究 林 泥 川 湿 原 に お け る ア カ エ
ゾ マ ツ 林 の 分 布 拡 大 J 野 村 敏 江 ， 河 野 樹 一 郎 ， 佐 々 木 尚 子 ， 高 原 光 ， 柴 田 英 昭 ， 植
村 滋 ， 北 川 浩 之 ， 吉 岡 崇 仁
第 52 回 日 本 生 態 学 会 大 会 ， 大 阪 国 際 会 議 場 ， 大 阪
2005 年 3 月 「 ヒ ト の ハ ピ タ ッ ト と し て の 集 水 域 の 学 際 研 究 と G I S の 応 用 - 3 大 都 市 圏 に お け る
集 水 域 の 階 層 構 造 ， 流 域 環 境 容 量 ， そ し て 流 域 管 理 モ デ 、 / レ の 視 点 か ら 」 大 西 文 秀
( 竹 中 工 務 庖 )
第 52 回 日 本 生 態 学 会 大 会 ( 口 頭 ) ， 大 阪 国 際 会 議 場 ， 大 阪
2005 年 3 月 「 流 域 を 単 位 と し た C O
2
固 定 容 量 の 試 算 と G I S の 活 用 一 わ が 国 に お け る 3 大 都 市 圏
の 現 状 と 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 で の 変 動 状 況 一 」 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
F O R M A  T H  K Y O T O  2005 ( 口 頭 ) ， 京 都 府 立 大 学 ， 京 都
2005 年 3 月 「 集 水 域 の ポ テ ン シ ヤ ル を 視 点 に し た 水 資 源 容 量 の 試 算 と G I S の 活 用 - 3 大 都 市 圏
に お け る 集 水 域 の ヒ ト と 自 然 の 視 点 か ら 一 」 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
日 本 地 理 学 会 春 季 大 会 ( 口 頭 ) ， 青 山 学 院 大 学
2005 年 6 月 「 近 畿 圏 に お け る G I S を 用 い た 集 水 域 研 究 と 学 際 研 究 へ の 応 用 j 大 西 文 秀 ( 竹 中 工
務 庖 )
J A L E ，  日 本 景 観 生 態 学 会 ( ポ ス タ ー ) ， 東 京 農 業 大 学
2005 年 7 月 「 流 域 を 単 位 と し た C O
2
固 定 容 量 の 試 算 と G I S の 活 用 一 わ が 国 に お け る 3 大 都 市 圏
の 現 状 と 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 で の 変 動 状 況 」 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
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第 13回地球環境シンポジウム(ポスター)， (社)土木学会地球環境委員会，北海
道大学
2005年 9月 「朱鞠内湖における光合成比活性の変化と物質循環」日野修次，佐藤大介(山形大
学) ，石川靖，三上英敏(道環境研)，高野敬志(道立衛生研究所)
日本陸水学会第 70回大会，柏原市
2005年 9月 「湖水の流動モデ、ノレと生物地球科学的物質循環モデ、ノレj 中田喜三郎
日本陸水学会第 70回大会，柏原市
2005年 9月 「朱鞠内湖における光合成比活性の変化と物質循環」佐藤大介(山形大院・理工)，日
野修次(山形大・理)，石川靖，三上英敏(北海道環境研)・高野敬志(北海道衛生研)
第 70回日本陸水学会(ポスター発表)P15，柏原市
2005年 9月 「朱鞠内湖集水域における泥川湿原の湿地林およびク トンベツ湿原堆積物の花粉
分析J野村敏江，7可野樹一郎，佐々木尚子，高原光，柴田英昭，植村滋，吉岡崇仁
第46回日本花粉学会大会，千葉経済大学
2005年 9月 「流域を単位とした CO2固定容量の試算と GISの活用一わが国における 3大都市圏
の現状と琵琶湖 ・淀川流域での変動-J大西文秀(竹中工務庖)
応用生態工学会第9回大会(口頭) ，科学技術館サイエンスホーノレ，東京
2005年 9月 「流域圏を視点にした 「ヒト・ 自然系モデ、ノレJの構築と GISの活用に関する研究一
都市と流域圏における ヒト と自然の関係の再生を目指して-J大西文秀(竹中工務
庖)
CSIS DAYS 2005，ポスター (口頭)，東京大学空間情報科学研究センター
2005年 9月 Katsuyama，M.， Ohte， N.， Kosugi， K. and Tani， M.: Hydrochemical and hydrological 
dynamics of bedrock groundwaters in a weathered granite headwater ・Aprocess study in 
Kiryu Experimental Watershed， Japan， SLope InterComparison Experiment (SLICE) 
Workshop， Oregon， USA. 
2005年 10月 OhnishiF.: Fundamental Study on Creation of“Human-Nature System Model (HNSM)"in 
Japan from the Point of View of River Basin by Using GIS，-To Aim for Regeneration of 
Relationship between Human and Nature in City Areas， River Basin and Spaceship Earth -. 
PROCEDINGS OF The 11th Japan-US Workshop on Global Change，pl72，地球環境フロ
ンティ ア研究センター
2005年 1月 「水系環境イベン トによる流域啓蒙へのアプローチ一 淀川水系三川合流聖水リレ
一(聖水リレー90)-J大西文秀(竹中工務庖)
陸水物理研究会(口頭)，京都大学防災研究所
2005年 12月 Katsuyama，M.， Ohte， N.， Kosugi， K.， Katsura， S.and Uenoyama， M.: Hydrochemical and 
hydrological dynamics of bedrock groundwaters in a weathered granite headwater， AGU 
Fall Meeting， San Francisco， USA. 
2006年 3月 Kawano，T.， Nomura， T.， Takahara， H.， Kitagawa， H.， Shibata， H.， Uemura， S.， Sasaki， N. 
and Yoshioka， T.: Holocene dynamics of peatland vegetation on Dorokawa bog， Uryu 
Experimental Forest of Hokkaido University， Japan based on phytolith record. 2na EAFES 
Intemational Congress. Niigata， Japan. 
2006年 3月 Nomura， T.， Kawano， T.， Takahara， H.， Kitagawa， H.， Shibata， H.， Uemura， S.， S出 aki，N. 
and Yoshioka， T.: Holocene dynamics of spruce-bload leaved stands on Dorokawa bog， 
Uryu Experimental Forest of Hokkaido University， Japan， based on pollen record. 2na 
EAFES Intemational Congress. Niigata， Japan. 
2006年 3月 「流域圏を視点にした『ヒト・ 自然系モデル』の構築と GISの活用に関する研究一 都
市と流域圏，そして地球における ヒト と自然の関係の再生を目指して 一」大西文秀
(竹中工務底)
奈良女子
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関 連 業 績
第 5 3 回 日 本 生 態 学 会 ， 新 潟
「 日 本 に お け る 樹 木 年 輪 情 報 を 用 い た 気 候 復 元 」 安 江 恒
北 海 道 大 学 低 温 科 学 研 究 所 環 オ ホ ー ツ ク 観 測 研 究 セ ン タ ー シ ン ポ ジ ウ ム ， 環 オ ホ ー
ツ ク 圏 に お け る 気 候 学 と 古 気 候 学 の 接 点 一 戦 略 的 な 気 候 変 動 研 究 の 体 制 構 築 を 目 指
し て 一
「 朱 鞠 内 湖 に お け る 流 動 ・ 水 質 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル の 構 築 J 中 田 喜 三 郎 ， 沓 掛
洋 志 ， 畑 恭 子
平 成 18 年 度 春 季 海 洋 理 工 学 会 ， 日 本 科 学 未 来 館 ， 東 京
「 陸 域 の 生 物 地 球 化 学 J 柴 田 英 昭 ( 北 海 道 大 学 )
北 海 道 北 部 の 森 林 流 域 に お け る 生 物 地 球 化 学 プ ロ セ ス モ デ 、 ル の 適 用 ， 日 本 地 球 惑 星
科 学 連 合 2 0 0 6 年 大 会 ジ ョ イ ン ト セ ッ シ ョ ン ， 幕 張 メ ッ セ ， 千 葉 市
Ohnishi F.: Creation o f  H u m a n - N a t u r e  M o d e l  b a s e d  o n  W a t e r s h e d  using G I S ，  E S Rl - U C  
2 0 0 6 ，  E S R l ユ ー ザ ー ズ カ ン フ ァ レ ン ス 2 0 0 6 ， 英 語 口 頭 ， サ ン デ ィ エ ゴ 国 際 会 議 場
Ohnishi F.: Creation o f  “ H u m a n - N a t u r e  S y s t e m  M o d e l  ( H N S M ) " f r o m  the Point o f  V i e w  o f  
River 8asin b y  U s i n g  G I S  ，  I C E M 2 0 0 6 ， 生 態 系 モ デ リ ン グ 国 際 会 議 2 0 0 6 ， 英 語 口 頭 ，
山 口 大 学 医 学 部
T o b釘 i， Y . ，  K o ba， K . ，  F u k u s h i m a， K . ，  T o k u c h i ，  N . ，  Shibata， S. ，  Y o s h i d a ，  S. ，  H a y a k a s u ，  S. ，  
T a t e n o ，  R.， O h t e ，  N . ，  S u z u k i ，  N . ，  T o y o d a ，  S. a n d  Y o s h i d a， N.: R e s e a r c h  o n  transition o f  
nitrogen circulation b y  h u m a n  activity ，  using nitrate isotope ratio. Third Intemational 
S y m p o s i u m  o n  Isotopomers ，  L a  Joll a， Californi a， U S A .  
「 流 域 圏 を 視 点 に し た 持 続 可 能 な 人 口 規 模 の 試 算 と G I S の 活 用 一 わ が 国 に お け る 首
都 圏 ， 近 畿 圏 ， 中 部 圏 で の 流 域 環 境 容 量 の 試 算 を 通 し て - J 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
第 14 団 地 球 環 境 シ ン ポ ジ ウ ム ( 口 頭 ) ， ( 社 ) 土 木 学 会 地 球 環 境 委 員 会 ， 山 梨 学 院
大 学
「 植 物 珪 酸 体 群 集 か ら み た 北 大 雨 龍 研 究 林 泥 川 湿 原 に お け る 完 新 世 以 降 の 湿 原 植 生
の 変 遷 J 河 野 樹 一 郎 ， 野 村 敏 江 ， 高 原 光 ， 北 川 浩 之 ， 柴 田 英 昭 ， 植 村 滋 ， 佐 々 木 尚
子 ， 吉 岡 崇 仁
日 本 第 四 紀 学 会 創 立 5 0 周 年 大 会 ， 首 都 大 学 東 京 ， 八 王 子
「 朱 鞠 内 湖 で の 潜 在 的 リ ン 取 り 込 み 活 性 の 推 定 と そ の 評 価 」 日 野 修 次 ， 矢 内 未 宇 ，
菊 池 さ ち 子 ( 山 形 大 学 )
日 本 陸 水 学 会 第 71 回 大 会 ， 愛 媛 大 学 ， 松 山
「 朱 鞠 内 湖 ( 雨 竜 第 一 ダ ム ) に お け る 水 質 変 動 と ダ ム 湖 と し て の 陸 水 学 的 特 性 」 石
川 靖 ， 三 上 英 敏 ， 五 十 嵐 聖 貴 ( 北 海 道 環 境 科 学 研 究 セ ン タ ー ) ， 高 野 敬 志 ( 北 海 道 立 衛
生 研 究 所 ) ， 日 野 修 次 ( 山 形 大 学 理 学 部 ) ， 吉 岡 崇 仁 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
日 本 陸 水 学 会 第 71 回 大 会 ， 愛 媛 大 学 ， 松 山
「 北 海 道 朱 鞠 内 湖 の 富 栄 養 水 域 に お け る ラ ン 藻 に よ る ブ ノ レ ー ム 発 生 の 特 徴 J 高 野 敬
志 ( 北 海 道 立 衛 生 研 究 所 ) ， 石 川 靖 ， 三 上 英 敏 ， 五 十 嵐 聖 貴 ( 北 海 道 環 境 科 学 研 究
セ ン タ ー ) ，  日 野 修 次 ( 山 形 大 学 ) ， 吉 岡 崇 仁 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
日 本 陸 水 学 会 第 71 回 大 会 ， 愛 媛 大 学 ， 松 山
「 朱 鞠 内 湖 に お け る 堆 積 環 境 の 変 遷 一 湖 底 堆 積 物 中 の 有 機 物 含 量 と そ の 同 位 体 組 成
に よ る 解 析 一 」 吉 岡 崇 仁 ， 勝 山 正 員 IJ ， 小 川 安 紀 子 ， 佐 々 木 尚 子 ， 日 野 修 次 ， 柴 田 英 昭
第 71 回 日 本 陸 水 学 会 ， 愛 媛 大 学 ， 松 山
「 朱 鞠 内 湖 湖 底 堆 積 物 の 炭 素 ・ 窒 素 同 位 体 組 成 J 吉 岡 崇 仁 ， 勝 山 正 則 ， 小 川 安 紀 子 ，
佐 々 木 尚 子 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 ) ，  日 野 修 次 ( 山 形 大 学 ) ， 柴 田 英 昭 ( 北 海 道
大 学 )
日 本 陸 水 学 会 第 71 回 大 会 ， 愛 媛 大 学 ， 松 山
「 流 域 に 関 す る 関 心 事 調 査 ( J ) ー 背 景 と 概 要 一 J 吉 岡 崇 仁 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
環 境 科 学 会 2 0 0 6 年 会 ， 上 智 大 学 ， 東 京
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2006年9月 「流域に関する関心事調査 (2)一価値からみた環境意識の構造ー」松川太一，吉岡
崇仁(総合地球環境学研究所)
環境科学会 2006年会，上智大学，東京
2006年 9月 「流域に関する関心事調査 (3)一環境への関心と保全行動への意向一」林直樹，吉
岡崇仁 (総合地球環境学研究所)，粛藤晋(大谷大学)
環境科学会 2006年会，上智大学，東京
2006年 9月 「流域環境に対する価値評価の構造」永田素彦(三重大学)，吉岡崇仁(総合地球
環境学研究所)
第47回日本社会心理学会，東北大学，仙台
2006年 10月 「花闘岩および堆積岩森林流域の降雨流出特性の比較」勝山正則(総合地球環境学
研究所)，福島慶太郎，徳地直子(京都大学)
2006年度日本水文科学会学術大会，信州大学，松本
2006年 10月 「流域圏を視点にした持続可能な人口規模の試算と GISの活用に関する研究，一わ
が国における首都圏，近畿圏，中部圏での流域環境容量の試算を通して一」大西文
秀(竹中工務庖)
CSIS DA YS 2006ポスター(口頭)，東京大学空間情報科学研究センター
2006年 1月 「渓流水の流出起源の推定:End-memberと地理的起源の関連性」勝山正則，大手信
人， 壁谷直記(森林総研)
生物地球化学研究会 2006r多雨地域における水資源保全機能J，高知城ホール，高
知
2006年 1月 「森林流域における河川水質の空間変異 ・季節変動に及ぼす水文地形コントロール」
柴田英昭 (北海道大学)，徐小牛(安徽農業大学)，小川安紀子，吉岡崇仁(総合
地球環境学研究所)
生物地球化学研究会 2006r多雨地域における水資源保全機能J，高知城ホーノレ，高
知
2006年 1月 OhnishiF.: Creation of Human-Nature System Model based on Watershed by using GIS 
ICEB2006，エコバランス国際会議2006，英語口頭，つくば国際会議場
2006年 1月 Katsuyama， M.， Fukushima， K. and Tokuchi， N.: Intluence of Geology on Water Yielding 
Function in Forest Catchments. RIHN (Research Institute for Humanity & Nature) 1st 
Intemational Symposium "Water and Better Human Life in the Future". Kyoto Intemational 
Conference Hall Annex Hall， Kyoto， Japan. 
2006年 1月 Matsukawa，T. and T. Yoshioka: : Effect of childhood nature experience on environmental 
concems about watershed. RIHN 1 sl Intemationak Symposium “Water and better human life 
in the future"， Kyoto， Japan. 
2006年 1月 OhnishiF.: Approach to Enlightenment of Watersheds by the Environmental Event of the 
Water System，第 l団地球研国際シンポジウム，英語ポスター，京都国際会館
2006年 1月 OhnishiF.: Creation ofHuman-Nature System Model Based on Watershed Using GIS，第 l
団地球研国際シンポジウム， 英語ポスタ ，ー 京都国際会館
2006年 1月 OhnishiF.: Creation of Human-Nature System Model Based on Watershed Using GIS第 3
回GISコミュニティフォ ラーム， 英語ポスター，青山 TEPIA，東京
2006年 12月 Katsuyama，M.， Ohte， N. and Kabeya， N.: Disagreement of end-members and geographic 
sources of streamwater: riparian control mechanism. AGU Fall Meeting， San Francisco， 
USA. 
2007年3月 「流域地形の違いがもたらす森林河川水質の空間分布J柴田英昭(北海道大学)， 
徐小牛(安徽農業大学)，小川|安紀子，吉岡崇仁 (総合地球環境学研究所)
第54回生態学会大会，愛媛大学，松山
2007年3月 「朱鞠内湖における光合成(一次生産)と光因子の関連」安粛賢，佐藤大介，鈴木智子
(山形大院・理工)， 日野修次(山形大・理)
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関 連 業 績
日 本 陸 水 学 会 第 7 2 回 大 会 ( ポ ス タ ー ) ， 茨 城 大 学 水 戸 キ ャ ン パ ス ， 水 戸
「 朱 鞠 内 湖 に お け る 微 生 物 群 集 に よ る リ ン 取 り 込 み 活 性 」 相 馬 明 輝 ， 日 野 修 次 ， 菊
池 さ ち 子 ， 矢 内 未 宇
日 本 陸 水 学 会 第 7 2 回 大 会 ( ポ ス タ ー ) ， 茨 城 大 学 水 戸 キ ャ ン パ ス ， 水 戸
「 ス ギ 人 工 林 の 成 立 に 伴 う 生 葉 ・ リ タ ー ・ 土 壌 有 機 物 の 質 的 ・ 量 的 変 化 」 福 島 慶 太
郎 ， 尾 谷 香 奈 ， 嶋 村 鉄 也 ， 舘 野 隆 之 輔 ， 徳 地 直 子
第 118 回 日 本 森 林 学 会 ， 福 岡
「 森 林 流 域 の 降 雨 流 出 過 程 に 対 す る 基 岩 の 役 割 」 勝 山 正 則 ， 福 島 慶 太 郎 ， 徳 地 直 子 ，
大 手 信 人 ， 谷 誠
第 118 回 日 本 森 林 学 会 大 会 ， 九 州 大 学 ， 福 岡
「 森 林 流 域 に お け る 水 文 地 形 構 造 と 河 川 溶 存 成 分 の 関 係 」 柴 田 英 昭 ( 北 海 道 大 ) ・ 徐 小
牛 ( 北 海 道 大 ・ 安 徽 農 大 ) ・ 小 川 安 紀 子 ・ 吉 岡 崇 仁
第 118 回 日 本 森 林 学 会 大 会 ( ポ ス タ ー 講 演 ) ， 福 岡
Ohnishi F.: M a p  G al1 ery for the Interactions b e t w e e n  H u m a n s  a n d  Nature in Japan U s i n g  
G I S ，  E S R l - U C  2 0 0 7 ，  E S R l ユ ー ザ ー ズ カ ン フ ァ レ ン ス 2 0 0 7 ， 英 語 ポ ス タ ー ， サ ン デ
イ エ ゴ 国 際 会 議 場
「 流 域 環 境 の 価 値 評 価 に 関 す る 基 礎 的 研 究 (2)J 永 田 素 彦 ， 吉 岡 崇 仁
日 本 グ ル ー プ ・ ダ イ ナ ミ ッ ク ス 学 会 第 5 4 回 大 会 ， 名 古 屋 大 学 ， 名 古 屋 市
「 人 間 一 自 然 相 互 作 用 か ら 見 た 資 源 利 用 」 吉 岡 崇 仁
エ コ マ テ リ ア ノ レ ・ フ ォ ー ラ ム シ ン ポ ジ ウ ム ， 日 本 大 学 ( 日 大 会 館 ， 千 代 田 区 )
N a g a ta， M.: Bridging discourses o f  ordinary people a n d  experts o n  e n v i r o n m e n t  change. 
Paper presented at the 7th biennial conference ofthe A s i a n  Association ofSocial Psychology. 
K o t a  Kinabalu ，  Malaysia. 
K a w a n o ，  T. ，  N o m u r a，  T. ，  T a k a h a r a，  H.， Shibata， H . ，  U e m u r a，  S. ，  Sasaki ，  N .  a n d  Y o s h i o ka， 
T.: H o l o c e n e  d y n a m i c s  o f  spruce-hardwood m o s a i c  stands a n d  o p e n  s w a m p  vegetation o n  
the D o r o k a w a  mire ，  n o r t h e m  H o k k a i d o ，  Japan based o n  phytolith a n d  p o l1 e n  analyses. 1  i
h  
I N Q U A  Congress. C a i m s ，  Australia. 
「 雨 龍 研 究 林 を 対 象 と し た 山 地 小 流 域 の 流 出 特 ' 性 J 藤 本 雄 大 ， 手 計 太 一 ， 佐 藤 研 一 ，
山 下 三 男
水 文 ・ 水 資 源 学 会 2 0 0 7 年 研 究 発 表 会 ， 名 古 屋 大 学
「 流 域 圏 を 視 点 に し た 水 資 源 容 量 の 試 算 と G I S の 活 用 一 わ が 国 の 大 都 市 圏 に お け る
流 域 環 境 容 量 の 試 算 を 通 し て - J 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
第 15 団 地 球 環 境 シ ン ポ ジ ウ ム ( ポ ス タ ー ) ， ( 社 ) 土 木 学 会 地 球 環 境 委 員 会 ， 高 知
工 科 大 学
Hishi ，  T. ，  Fujimaki ，  R. ，  Tateno ，  R.， F u k u s h i m a，  K . ，  T o k u c h i ，  N.: Chronological c h a n g e s  o f  a  
fine root cluster in a n a t o m y ，m o r p h o l o g y  a n d  mycorrhizal infection in C r y p t o m e r i a  japonica 
plantations. 4th Intemational s y m p o s i u m  o n  physiological processes in roots o f  w o o d y  
plants. B a n g o r ，  U K .  
「 表 層 地 質 が 流 出 特 性 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す る 基 礎 的 研 究 」 藤 本 雄 大 ， 手 計 太 一 ， 佐
藤 研 一 ， 平 野 文 昭 ， 山 下 三 男
土 木 学 会 全 国 大 会 第 62 回 年 次 学 術 講 演 会 ， 広 島 大 学
「 流 域 に 関 す る 関 心 事 調 査 一 環 境 へ の 関 心 と 保 全 行 動 へ の 意 向 一 」 林 直 樹 ， 吉 岡
崇 仁
環 境 科 学 会 2 0 0 7 年 会 ， 長 崎 大 学 ， 長 崎
「 森 林 伐 採 計 画 案 に 対 す る 評 価 と そ の 規 定 要 因 J 松 川 太 一 ， 吉 岡 崇 仁 ， 林 直 樹 ， 永
田 素 彦
環 境 科 学 会 2 0 0 7 年 会 ， 長 崎 大 学 ， 長 崎
「 身 近 な 環 境 問 題 に 関 す る 自 由 回 答 か ら 見 た 流 域 の 特 徴 」 松 村 綾 子 ， 林 直 樹 ， 松 川 |
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太一，吉岡崇仁
環境科学会2007年会，長崎大学，長崎
2007年 1月 「持続可能な発展と環境評価」吉岡崇仁
第 3回中国環境問題研究拠点研究会社会開発と水資源 ・水環境問題に関する国際シ
ンポジウム，南京(中華人民共和国)
2007年 1月 「流域圏を視点にした水資源容量の試算と GISの活用に関する研究一わが国の大
都市圏における流域環境容量の試算を通して一」大西文秀(竹中工務庖)
CSIS DA YS 2007，ポスター (口頭)，東京大学空間情報科学研究センター
2008年 1月 「日本の流域圏のヒトと自然の再生」大西文秀(竹中工務店)
第4回GISコミュニティフォーラム，ポスター，東京国際フォーラム，東京
2008年3月 「隣接する集水域間で水質の違いを生じる要因J阿方智子，福島慶太郎，徳地直子
第日本生態学会第 55回大会，福岡国際会議場，福岡
2008年3月 「針広混交林の伐採による窒素循環撹乱機構の安定同位体比による解釈」戸張賀史，
木庭啓介，柴田英昭，豊田栄，鈴木希実，佐藤冬樹，吉田尚弘
日本生態学会第 55回大会，福岡国際会議場，福岡
2008年 3月 「有田川流域における土地利用が河川|水質に及ぼす影響」徳地直子，福島慶太郎
日本生態学会第 55回大会，福岡国際会議場，福岡
2008年 3月 「林齢の異なるスギ人工林土壌における微生物ノ《イオマスと養分循環」福島慶太郎，
徳地直子
日本生態学会第 55回大会，福岡国際会議場，福岡
2008年 3月 「森林流域環境を対象とした自然科学 ・人文社会科学研究」吉岡崇仁
アジアの地域 ・環境情報ネットワーク拠点創出事業東京会議， TKP霞ヶ関第一会議
室，東京
2008年3月 「皆伐 ・植栽後の経過年数にともなう窒素循環の変イヒJ福島慶太郎，徳地直子
第 119回日本森林学会，東京
2008年 3月 「花闘岩流域における降雨流出特性と渓流水・地下水滞留時間の関連性J勝山正貝1，
速水香奈，伊藤雅之，大手信人，谷誠
第 119回日本森林学会大会， 東京農工大学，東京
2008年 3月 Shibata，H.: Changes and response of ecosystem functions to the anthropogenic disturbances 
in a natural forest basin of northem Japan.環境変動 ・生物資源 ・地球温暖化に関する第
1回日中科学フォーラム(口頭)，紫光国際交流センター，中国，北京市
2008年4月 「流域環境の多様な質に対する住民の選好評価のためのシナリオアンケート手法の
開発」永田素彦，吉岡崇仁，大川智船
日本グ、ループ ・ダイナミックス学会第 55回大会，広島大学，広島
2008年 6月 Zheng，Y.: Comparability and Equivalence in Cross-cultural Survey. Intemational 
Conference on Survey Methods in Multinational， Multiregional， and Multicultural Contexts， 
Berlin， Germany. 
2008年6月 Shibata， H.: Land Use Dynamics and Terrestrial Ecosystrem Processesプレ G8サミットシ
ンポジウム :Dynamics and Pathways of Land Systems Change (口頭)，北海道大学
2008年 7月 Yoshioka，T.: Linkages in forested watershed envirorunents. Adaptive Management of 
Biodiversity in the Intemational Conference on Sustainability on Food， Energy and lndustry 
2008 (ICSA2008)， Intemational Council of Sustainable Agriculture (ICSA)， Sapporo， Japan. 
2008年 7月 Katsuyama， M.， Nishimoto， S.， Ohte， N. and Tani， M.: Relationship between rainfall-runof 
processes and mean residence times of stream and groundwater in weathered granite 
catchments. WPG恥位008.Caims. Australia. 
2008年 8月 「損失量を考慮したタンクモデルによる貯留能力の定量的検討J藤本雄大，手計太
一，佐藤研一，柴田英昭，勝山正則
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関 連 業 績
水 文 ・ 水 資 源 学 会 2 0 0 8 年 研 究 発 表 会 ， 東 京 大 学
2 0 0 8 年 8 月 「 ア ジ ア モ ン ス ー ン 地 域 に お け る 渓 、 流 水 質 予 測 モ デ ル の 適 用 と 水 文 学 的 改 良 」 勝 山
正 貝 IJ ， 大 手 信 人 ， 福 島 慶 太 郎 ， 柴 田 英 昭 ， 吉 岡 崇 仁
水 文 ・ 水 資 源 学 会 2 0 0 8 年 研 究 発 表 会 ， 東 京 大 学
2 0 0 8 年 8 月 「 制 御 理 論 を 応 用 し た E S D の 方 法 論 と 実 践 例 」 藤 平 和 俊 ( 環 境 学 研 究 所 ) ， 大 須 賀
公 一 ( 神 戸 大 学 ) ， 吉 岡 崇 仁 ， 林 直 樹 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
日 本 環 境 教 育 学 会 第 19 回 大 会 ， 学 習 院 女 子 大 学 ， 東 京
2 0 0 8 年 8 月 「 流 域 圏 を 視 点 に し た ク ー リ ン グ 容 量 の 試 算 と G I S の 活 用 一 わ が 国 の 大 都 市 圏 に お
け る 環 境 容 量 の 試 算 を 通 し て - J 大 西 文 秀 ( 竹 中 工 務 庖 )
第 16 団 地 球 環 境 シ ン ポ ジ ウ ム ( ポ ス タ ー ) ， ( 社 ) 土 木 学 会 地 球 環 境 委 員 会 ， 岡 山
大 学
2 0 0 8 年 9 月 「 身 近 な 環 境 と は 一 空 間 的 認 識 圏 域 解 明 一 」 林 直 樹 ， 吉 岡 崇 仁
環 境 科 学 会 2 0 0 8 年 会 ( 口 頭 ) ， サ ピ ア タ ワ ー ， 東 京
2 0 0 8 年 9 月 「 森 林 伐 採 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 流 域 の 環 境 変 化 に 関 す る 選 択 型 実 験 」 吉 岡 崇 仁 ，
栗 山 浩 一 ， 松 川 太 一 ， 勝 山 正 則
環 境 科 学 会 2 0 0 8 年 会 ， サ ピ ア タ ワ ー ， 東 京
2 0 0 8 年 9 月 「 規 範 観 と 環 境 配 慮 行 動 の 関 連 性 分 析 」 鄭 躍 軍 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
日 本 行 動 計 量 学 大 会 ( 口 頭 ) ， 成 膜 大 学
2 0 0 8 年 10 月 K a t s u y a m a， M . ，  F 此 u s h i m a， K. a n d  T o k u c h i ，  N.: Effects o f  various rainfall-runoff 
characteristics o n  streamwater stable isotope variations in forested headwaters. 
H y d r o C h a n g e  2 0 0 8 ，  K y o t o ，  Japan. 
2 0 0 8 年 10 月 Tokuchi ， N . ，  F u k u s h i m a，  K. a n d  K a t s u y a ma， M.: Factors controlling stream water chemistry 
in ten small forested watersheds with plantation forests o f  various proportions a n d  ages in 
central Japan ，  H y d r o C h a n g e  2 0 0 8 ，  K y o t o ，  Japan. 
2 0 0 8 年 10 月 F u k u s h i m a， K .，  Tokuchi ，  N . ，  Tateno ，  R. a n d  K a t s u y a m a，  M.: W a t e r  yield a n d  nitrogen loss 
during regrowth of Japanese cedar forests after clearcutting ，  H y d r o C h a n g e  2 0 0 8 ，  K y o t o ，  
Japan. 
2 0 0 8 年 10 月 Y o s h i o ka， T.: Environmental Consciousness ，  Inner a n d  O u t e r. T h e  Futurability o f  Islands :  
B e y o n d  E n d e m i s m  a n d  Vulnerability. T h e  3rd R I H N  Intemational S y m p o s i u m ，  K y o t o ，  
Japan. 
2 0 0 8 年 1 月 「 朱 鞠 内 湖 に お け る 光 合 成 ( 一 次 生 産 ) と 沈 降 ・ 分 解 の バ ラ ン ス 」 安 粛 賢 ， 佐 藤 大 介 ，
鈴 木 智 子 ( 山 形 大 院 ・ 理 工 ) ， 日 野 修 次 ( 山 形 大 ・ 理 )
日 本 陸 水 学 会 第 73 回 大 会 ( ポ ス タ ー ) ， 札 幌
2 0 0 8 年 1 月 「 朱 鞠 内 湖 に お け る 二 酸 化 炭 素 生 成 と 炭 素 循 環 」 松 田 あ ゆ み ( 山 形 大 院 ・ 理 工 ) ， 鈴 木
祐 未 ， 沓 掛 洋 志 ( ( 株 ) い で あ ) ， 日 野 修 次 ( 山 形 大 ・ 理 )
日 本 陸 水 学 会 第 73 回 大 会 ( ポ ス タ ー ) ， 札 幌
2 0 0 8 年 1 月 「 朱 鞠 内 湖 に お け る 微 生 物 群 集 に よ る リ ン 取 り 込 み 活 性 ( 分 画 に よ る リ ン 取 り 込 み
活 性 の 比 較 と 評 価 ) J 相 馬 明 輝 ， 日 野 修 次 ， 菊 池 さ ち 子 ， 矢 内 未 宇
日 本 陸 水 学 会 第 73 回 大 会 ( ポ ス タ ー ) ， 札 幌
2 0 0 8 年 1 月 「 誰 が ， 何 を 環 境 問 題 と し て 認 識 し て い る の か 一 身 近 な 環 境 問 題 に 関 す る 自 由 回 答 デ
ー タ の 分 析 -J 松 川 太 一 ， 吉 岡 崇 仁 ， 松 村 綾 子
第 81 回 日 本 社 会 学 会 大 会 ， 仙 台
2 0 0 8 年 1 月 「 専 門 家 を 活 用 し た シ ナ リ オ ワ ー ク シ ョ ッ プ 型 住 民 会 議 の 設 計 と 実 施 ( 1 ) J 永 田
素 彦 ， 大 川 智 船
科 学 技 術 社 会 論 学 会 第 7 回 年 次 研 究 大 会 ， 大 阪 大 学
2 0 0 8 年 1 月 「 専 門 家 を 活 用 し た シ ナ リ オ ワ ー ク シ ョ ッ プ 型 住 民 会 議 の 設 計 と 実 施 ( 2 )  J 大 川
智 船 ， 永 田 素 彦
科 学 技 術 社 会 論 学 会 第 7 回 年 次 研 究 大 会 ， 大 阪 大 学
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関連業績
2008年 12月 「流域圏を視点にしたク リー ング容量の試算と GISの活用に関する研究一 わが国
の3大都市圏における環境容量の試算を通して -J大西文秀(竹中工務庖)
CSIS DAYS 2008，ポスター (口頭) ，東京大学空間情報科学研究センター
2008年 12月 Katsuyama，M.， Fukushima， K.， Tokuchi， N， Ohte， N and Tani， M.: Geological intluences on 
hydrological and isotopic characteristics in forested headwaters. AGU Fall Meeting， San 
Francisco， USA. 
-一般向け講演
吉岡崇仁 (2002)身近な環境遠くの環境.聖龍町環境シンポジウム (2002年 1月 10日)，新潟県聖
寵町.
吉岡崇仁 (2003)身近な環境遠くの環境.上里町環境シンポジウム (2003年 2月 16日) ，埼玉県児
玉郡上里町.
吉岡崇仁 (2005)環境意識と環境の質との関係について一森林-河川1-湖沼生態系における物質循環から
考える .ひらかた環境ネッ トワーク会議講演会 (2005年 7月 31日)，枚方市民会館.
吉岡崇仁 (2006)環境の物語り論一環境の質と環境意識一.第 10回地球研市民セミナー (2006年 2月
3日) ，京都市.
吉岡崇仁 (2007)森の役劃:人と自然の相互作用環.京都大学フィールド科学教育研究センタ一公開
講座 (2007年 7月 28日)，京都大学フィール ド科学教育研究センタ ・ー 芦生研究林.
吉岡崇仁 (2007)次世代に向けた森の利用に関する人々の意識.ANA私の青空 「めい想の森J (2007 
年 10月 20日)，岐車県加茂郡八百津町.
吉岡崇仁 (2008)森の価値と意識. ANA私の青空 広島空港 「アサヒの森J (2008年 8月 2日) ， 
広島県庄原市.
吉岡崇仁 (2008)次世代に向けた森の利用に関する人々の意識， ANA私の青空「めい想の森J (2008 
年 10月 18日) ，岐阜県加茂郡八百津町.
吉岡崇仁 (2008)森林利用に伴う流域環境変化と住民の意識，平成 20年度京都大学森林科学公開講
座 「森が拓く未来J (2008年 10月 25日)
-プロジェクト主催・共催のシンポジウム等
『集水域の生物地球化学』物質循環 ・水文過程に基づく集水域環境のシミュレーションモデノレ
第 70回日本陸水学会，学会課題講演，大阪教育大学 (2005年 9月 21日)
コンビーナ :吉岡崇仁 ・楊宗興
司会:舘野隆之輔
「集水域の生物地球化学におけるシミュ レーションモデノレの意義」吉岡崇仁 (総合地球環境
学研究所)
「森林生態系の生物地球化学モデノレ :PnETモデルの適用と課題J柴田英昭(北海道大学)
「シミュ レーションモデルを用いた森林撹乱の長期影響評価j徳地直子(京都大学)
「森林生態系からの溶存物質の流出をモデノレ化するために考慮しなければならない事柄j大
手信人 (京都大学)
「全国渓流水質調査より(コメント)J木平英一 (名古屋大学)
「河川シミュ レーションモデノレの現状と課題」 山下三男(福岡大学)
「湖水の流動モデルと生物地球化学的物質循環モテツレ」中田喜三郎(東海大学)
「湖沼物質循環調査より (コメン ト)J日野修次 (山形大学)
「環境質評価の立場から(コメン ト)J田中宏明 (京都大学)
.総合討論
環境倫理と環境国際協力
地球研インキュベーション研究 31および科研費基盤研究 (B) (2) (ともに代表者鄭躍軍)
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と の 共 催 ， 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 (2005 年 2 月 10 日 )
第 一 部 環 境 倫 理
司 会 : 村 上 征 勝 ( 同 志 社 大 学 )
「 趣 旨 説 明 」 鄭 躍 軍 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
「 環 境 問 題 と 教 育 の 役 割 J 柴 崎 文 一 ( 総 合 研 究 大 学 院 大 学 )
「 環 境 の 価 値 判 断 に 関 わ る 概 念 の 検 討 」 吉 岡 崇 仁 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
「 環 境 倫 理 と 環 境 正 義 J 鬼 頭 秀 一 ( 恵 泉 女 学 園 大 学 )
第 二 部 環 境 国 際 協 力
司 会 : 吉 岡 崇 仁 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
関 連 業 績
「 東 ア ジ ア に お け る 広 域 環 境 協 調 社 会 の 構 築 に 向 け て J 鄭 躍 軍 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
「 社 会 的 環 境 管 理 能 力 の 形 成 と 国 際 協 力 」 松 岡 俊 二 ( 広 島 大 学 )
総 合 討 論
コ メ ン テ ー タ ー : 秋 道 智 禰 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 ) ， 杉 村 乾 ( 森 林 総 合 研 究 所 ) ， 竹 津
祐 丈 ( 京 都 大 学 ) ， 露 木 聡 ( 東 京 大 学 )
中 国 に お け る 環 境 業 環 境 管 理 の 問 題 と 対 策
5 - 2 I D E A プ ロ ジ ェ ク ト ・ 科 研 費 B ( 代 表 鄭 躍 軍 ) 共 催 (2006 年 3 月 2 2 日).
司 会 : 鄭 躍 軍
「 中 国 に お け る 環 境 保 全 の た め の 生 態 観 光 と 農 村 産 業 へ の 転 換 j 命 益 武 ( 漸 江 林 学 院 旅 遊 学
院 教 授 )
朱 鞠 内 湖 と 森 の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議
環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト 主 催 ， 北 海 道 雨 竜 郡 幌 加 内 町 ・ ふ れ あ い の 家 「 ま ど か J (2008 年 7 月 13
日 )
シ ン ポ ジ ウ ム 「 朱 鞠 内 湖 の 森 一 人 と 自 然 の か か わ り 」
環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト 主 催 北 海 道 雨 竜 郡 幌 加 内 町 ・ 幌 加 内 交 流 プ ラ ザ 大 会 議 室 (2008 年 11
月 2 2 日 )
司 会 : 勝 山 正 則
講 演
・ 「 国 有 林 に つ い て 一 森 の 役 割 に 関 す る 話 を 中 心 に j 鈴 木 正 勝 ( 北 海 道 森 林 管 理 局 計 画 課 )
「 幌 加 内 町 と 林 業 の 歴 史 に つ い て J 幌 加 内 町 役 場 産 業 課
「 雨 龍 研 究 林 に つ い て 」 吉 田 俊 也 ( 北 海 道 大 学 北 方 生 物 圏 フ ィ ー ル ド 科 学 セ ン タ 一 雨 龍
研 究 林 長 )
「 花 粉 か ら 見 た 氷 河 期 以 降 の 森 の 移 り 変 わ り 」 高 原 光 ( 京 都 府 立 大 学 生 命 環 境 学 部 教
授 )
「 朱 鞠 内 湖 の 森 と 将 来 を 考 え る j 永 田 素 彦 ( 京 都 大 学 人 間 ・ 環 境 学 研 究 科 准 教 授 )
パ ネ ル デ 、 イ ス カ ッ シ ョ ン
コ ー デ ィ ネ ー タ ー : 吉 岡 崇 仁
森 林 流 域 環 境 と 人 間 社 会 の つ な が り の 理 解 に む け て
第 120 回 日 本 森 林 学 会 大 会 イ ブ ニ ン グ セ ミ ナ ー ， 京 都 大 学 総 合 人 間 学 部 (2009 年 3 月 2 7 日 )
講 演 者
・ 枚 目 邦 宏 ( 鹿 児 島 大 学 )
・ 勝 山 正 員 IJ(総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
・ 大 川 智 船 ( 元 三 重 大 学 )
・ 谷 内 茂 雄 ( 京 都 大 学 )
コ ー デ ィ ネ ー タ : 勝 山 正 員 IJ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 ) ・ 舘 野 隆 之 輔 ( 鹿 児 島 大 学 農 学 部 ) ・ 吉 岡 崇
仁 ( 京 都 大 学 フ ィ ー ル ド 科 学 教 育 研 究 セ ン タ ー )
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